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事業名 新発田 DMO 活動に基づく広域観光圏創出と輸出促進による稼げる地域づくり 

事業概要 

観光による交流人口の増加及び経済効果の創出を目指す DMO を設立し、新発田市及び阿賀北地域の観光資源を活用した回遊促進

策や送客を進めるとともに、台湾等における物産商談会の実施のほか、農産物等の生産現場視察や地元業者との商談などを行うこと

により、産業の底上げを行う。 

ＫＰＩ 

 
 

数値目標 基準値 

実績値 
目標値 

(R3 年度) 
H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 

EC サイトで販売する管内

の特産品等の取扱品目数

（※１） 

58 品目 66 品目 68 品目 49 品目 43 品目 44 品目 85 品目 

管内農産物等輸出金額 4,000 千円 6,250 千円 29,303 千円 53,108 千円 53,562 千円 42,951 千円 45,700 千円 

管内インバウンド客宿泊

者数 
5,417 人 13,740 人 12,870 人 19,391 人 4,799 人 1,580 人 22,500 人 

外部評価 

（コメント） 

・コロナ禍において海外向け事業のほかに、国内向け、市民向けの事業展開も充実させていただきたい。 

・本事業をより市民へＰＲすべきである。 

 

  

※１：新発田 DMO がプロデュース、コーディネートを行ったものに限る。 
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事業名 企業間連携促進（ＳＳＩＢＡ）事業 

事業概要 
地方創生推進交付金を活用し、平成 28 年度から平成 30 年度まで食品工業団地にて実施した「新発田企業コンシェルジュモデル事

業」の全市的事業展開を進めるため、企業間連携と企業・教育機関連携を促進していくことを目指す。 

ＫＰＩ 

 
 

数値目標 基準値 

実績値 
目標値 

(R3 年度) 
R1 年度 R2 年度 R3 年度 

企業間連携事業参画企業の採用３

年以内の社員に対する自己都合に

よる離職者割合の改善値 

0% △7.4% 12.6％ 3.4％ 1.5% 

ハローワーク新発田管内における

高校生の管内就職率 
55.9% 57.7% 68.4％ 59.5％ 56.5% 

企業間連携事業に参画する企業数 0 社 15 社 25 社 31 社 30 社 

外部評価 

（コメント） 
・企業間連携の枠組みを活かしてあらゆる分野で連携を進めていただきたい。 
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事業名 若者移住定住促進事業～拡充版～ 

事業概要 

地方創生推進交付金を活用し、平成 28 年度から平成 30 年度に実施した「若者移住定住促進プロジェクト」の検証をもとに、胎内

市と連携して、首都圏での移住セミナーや移住体験交流ツアーを展開する。事業を通じて新発田市はもとより周辺地域の魅力を伝え

るとともに、広域圏の仕事情報を発信していくことで、移住・定住の促進を図る。また、首都圏に住む新発田ゆかりの若者とのつな

がりを深める取組や、新発田に住む子どもたちを対象に歴史や文化、人と人とのつながりなどを通じて、地域の誇りや愛着心を育む

取組を実施する。 

ＫＰＩ 

 
 

数値目標 基準値 

実績値 
目標値 

(R3 年度) 
R1 年度 R2 年度 R3 年度 

本事業を通じて移住した者の数 5 人 7 人 7 人 11 人 20 人 

移住セミナー・移住体験ツアーの

参加者数 
30 人 44 人 61 人 84 人 50 人 

サポーターズクラブのメンバー数 80 人 91 人 92 人 94 人 190 人 

外部評価 

（コメント） 

・新発田市出身の方がＵターンしやすいインセンティブの検討も必要でなないか。 

・補助制度のみではなく、保育・教育の質もＰＲしていくべきである。 
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事業名 「公共交通」×「起業・創業支援」×「まちの顔づくり事業」で繋ぐ新発田市地域活性化プロジェクト 

事業概要 

①「公共交通の充実」（買い物困難者を支える公共交通手段の整備・充実、利便性の高い待合所などの整備、地域の実情に応じた公

共交通ルートの整備）、②「起業・創業支援の充実」（各種支援制度の充実、空きビル・空き店舗を活用したリノベーションなどの推

進、キッチンカー・移動販売など新たな創業分野への展開）、③「中心商店街周辺のにぎわい・活性化」（遊休地などでの実証実験、

空きスペースの緑化やベンチ等の設置などによる居心地の良い空間・環境整備、まちづくりを推進する統一ロゴマーク作成などによ

るまちの魅力度向上）の 3 事業を柱とした地域活性化プロジェクト 

ＫＰＩ 

 
 

数値目標 基準値 

実績値 
目標値 

(R6 年度) 
R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 

あやめバスの年間利用者

数 
77,850 人 63,905 人 64,970 人 － － － 79,150 人 

民間主体のイベント実施

割合 
79％ 72.0% 82.0% － － － 84.0% 

外部評価 

（コメント） 
・計画的に事業を進めていただきたい。 
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事業名 大倉喜八郎スピリッツ「進一層」で挑む、新発田駅前エリア活性化プロジェクト 

事業概要 

明治 45 年、当市出身の実業家・大倉喜八郎が向島隅田川沿いに建設した別邸の一部『蔵春閣』が（公財）大倉文化財団から移築・

復元を含め、新発田市に寄附されることとなった。大倉スピリッツ「進一層」の精神に基づき、『蔵春閣』という新たな市のシンボル

を宝にして、市民意識の醸成と関係人口 、交流人口の増加を図ることにより、地方創生を加速させる。 

ＫＰＩ 

 

 

※1 本プロジェクトに関連した来訪者数 

数値目標 基準値 

実績値 
目標値 

(R6 年度) 
R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 

駅前エリア来訪者数 

（※1） 
2,000 人 3,250 人 4,510 人 － － － 9,000 人 

観光入込客数 265 万人 120 万人 124.1 万人 － － － 268 万人 

外部評価 

（コメント） 
・計画的に事業を進めていただきたい。 
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事業名 持続可能な安心して暮らせる地域づくり計画 

事業概要 

人口減少に対応し、農村地域の水質保全を継続することで、良質な農作物の生産基盤を安定させるとともに、他の関連事業とも密

に連携を図ることで、持続可能なまちづくりや担い手確保などの農業振興を目指すため、公共下水道及び農業集落排水施設の広域化・

共同化を実施し、併せて農業集落排水施設の機能更新、監視システムの統一を図る。 

ＫＰＩ 

 
 

数値目標 基準値 

実績値 
目標値 

(R6 年度) 
R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 

経営 20ｈａ以上の農地所

有適格法人数 
46 法人 55 法人 55 法人 － － － 49 法人 

農業集落排水の維持管理

費 
75,666 千円 75,666 千円 89,054 千円 － － － 60,566 千円 

外部評価 

（コメント） 
・計画的に事業を進めていただきたい。 
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事業名 道の駅加治川リニューアル整備計画 

事業概要 
道の駅加治川の機能向上と施設運営体制の改革により、利用者の利便性を高め、ひとの流れの創出と消費拡大に資する観光拠点、

さらには、農産物や特産品の販売拠点施設へと再生し、「交流人口の拡大による地域活性化」と「稼げる観光地づくり」を目指す。 

ＫＰＩ 

 
 

数値目標 基準値 R3 年度 
目標値 

(R7 年度) 

道の駅加治川入込客数 166,402 人 

整備工事による 

休館のため実績なし 

205,000 人 

道の駅加治川販売売上額 57,245 千円 100,000 千円 

農産物直売所の契約農家数 90 人 125 人 

外部評価 

（コメント） 
・平日日中の賑わい創出につながる事業展開を検討していくべきである 

 


